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県内の少子化・人口減少が進む中、地域の活性化を図るためには、国内外からの新しい人の

流れを作り、交流人口の拡大を図るとともに、県民のシビックプライド(誇り・愛着)の醸成

にもつながる街づくりが不可欠です。特に、若者や女性について言えば、その希望にマッチ

した仕事があるだけでなく、若者や女性がワクワクして魅力を感じ、地元定着につながるよ

うな、賑わいのある街の創出が求められています。

このようなことから、県としては、ＪＲ松山駅周辺地区をはじめ、松山市駅前、銀天街Ｌ

字地区、一番町一丁目・歩行町一丁目地区などの再開発等が進められている県都松山市に対

して、具体的なまちづくりのビジョン“松山市の未来像”を早期に市民・県民に示されるこ

とを強く期待しているところです。

一方で、県として大いに懸念している点は、国内外からの新しい人の流れをつくる部分で

す。県都松山市は、全国有数の知名度を誇る道後温泉を有するなど、アフターコンベンショ

ンにも十分対応できるにも関わらず、バンケット業務を行うホテル等が減少し、国内外から

ビジネス関連の人を呼び込むＭＩＣＥ機能が低下しています。更に、Ｇ７やＧ20関連クラス

の大臣会合を誘致するためには、ＶＩＰ国は国際会議を開催するホテル内の広い部屋に宿泊

できることが求められるにも関わらず、愛媛県の機能は本当に脆弱と言わざるを得ません。
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１ はじめに

県民文化会館南側県有地活用の方向性について



他県に目を向けると、国の出先機関や大学、民間投資による集積が進む香川県のサンポート

高松地区や、新幹線駅の開業を起爆剤に「50年 100年先のまちの形の基盤をつくる」と銘打

ち、様々なプロジェクトを押し進める長崎市の長崎駅周辺地区などでは、様々な拠点整備が

進行しており、その中で国際会議の誘致を含むＭＩＣＥ機能にもしっかり対応がなされてい

ます。このままＭＩＣＥ機能の向上に向けた対応が遅れれば、着々と整備が進む他県との競

争の中で、本県は「ゆでガエル」状態になってしまいかねません。

今回の「活用の方向性」の検討に当たっては、県民文化会館と相乗効果が生まれる集客・

交流施設の整備という当初の方向性は残しつつも、これまでの検討にこだわらず、県民の皆

様のアイデアや関係団体等の御意見も参考に、“今、求められている機能は何か”に焦点を

絞って検討を進めてまいりました。

その結果、県民文化会館南側県有地の「活用の方向性」として、国内外からの新しい人の

流れをつくるために不可欠で、募集した活用アイデアの提案の中にもあった国際会議の誘致

を含むＭＩＣＥ機能の向上につながる提案を民間事業者に求めることとします。その上で、

提案募集に当たっては、土地面積が決して広くないことや隣接する民有地の取扱いに留意が

必要であること、埋蔵文化財の包蔵地であり埋文調査期間が必要となることなどを考慮し

て、提案の自由度を妨げないよう、機能面での条件を付けすぎないことに配慮するととも

に、ＭＩＣＥ機能に付随する民間収益事業等について、自由な提案を求めることにより、民

間活力を最大限発揮していただける形としています。

県では、この「活用の方向性」のもと、瀬戸内エリアでの中核拠点性の維持・向上に向け

て、速やかに当該県有地の活用を図ってまいります。 2
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２ 現状分析

若者をはじめ、県民誰もが自らの希望を実現でき、
安全・安心で豊かな人生を送れる持続可能な愛媛県

「愛媛県総合計画～未来につなぐ えひめチャレンジプラン」2040年頃の目指すべき将来像

 少子化・人口減少が進む中、本県が持続的に発展していくためには・・・
⇒ 賑わいのある街づくりを進め、シビックプライドの醸成を図っていくとともに、地域

の魅力を高めることで、国内外から多くの人を呼び込み、交流人口を拡大していくこ
とが重要。

 休日型の日本人による国内観光
 平日型の国際的なＭＩＣＥの開催や欧米豪など海外富裕層旅行者の誘致が重要

交流人口の拡大に向けて

Ｇ20大臣会合に続く国際的なＭＩＣＥ誘致が進んでいない。
（コロナ禍＋バンケット業務を行うホテル等の減少）

訪日外国人海外旅行者における本県の認知度が低い。
（本県の認知度は７％（広島：35％、岡山：14％））

交流人口の拡大を図り、多くの人・モノ・カネ・情報を呼び込んでいくため、

国内イベントや国際会議の誘致といったＭＩＣＥ機能の向上を図る。

本県の現状は・・・
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３ 活用の方向性～活用の方向性のイメージ～

Before After

人・モノ・カネ・情報の流れ



３ 活用の方向性
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民間活力を有効に活用し、国内外から人を呼び込み、様々な情報が行き交う拠点の形成を
図り、本県の瀬戸内エリアでの中核拠点性の向上はもとより、県民のシビックプライドの醸
成につながる「集客・交流施設」の整備を進め、ひいては国内外から認知され、選ばれる愛
媛県の実現を目指します。
その実現に向けて、本県に人を呼び込む国内イベントや国際会議等を誘致し、交流人口の

拡大や本県の魅力発信・認知度向上につなげるため、次に掲げるＭＩＣＥ機能の導入を想定
しています。

〈求められる機能〉
 国際会議に対応できる会議室機能
 バンケット機能
 宿泊機能

〈その他民間提案による民間収益事業等の実施に係る機能〉
（例）
 ナイトタイムエコノミーにも資する、小規模な文化芸術活動を支援する多機能ホール機能
 道後地区の活性化にもつながる、愛媛ゆかりの人物や伝統工芸など愛媛を学び・体験でき

る展示機能 など

（１）求められる機能

ＭＩＣＥ
Meeting ：企業等が目的に応じて関係者を集めて行う会議
Incentive Travel      ：企業が、従業員や代理店等の表彰、研修等を目的として実施す

る旅行
Convention, Conference：国際機関・団体、学会等が主催または講演する会議
Exhibition            ：国際機関・団体、学会等が主催または後援する展示会、見本市、

イベント等



３ 活用の方向性

（２）民間活力の活用方法

民間事業者からの提案を踏まえた官民連携事業として整備・運営することを基本としま
す。民間の資金やアイデアを最大限活用しながら、施設整備を進めるため、当該県有地に用
途を指定した定期借地権を設定し、公募にて選定した開発を行う民間事業者に県有地を賃貸
し、県有地の活用を進めることとします。

定期借地権の設定による民間主導での施設整備

（３）事業実施者決定までの想定スケジュール
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R5.11 当該地の活用に係る事業協力者の企画提案募集開始

R6.3
県が求める機能を含む優れた提案をした者を事業協力者（基本協定を締結）とし
て決定

R6.4～ 事業協力者の支援のもと、事業実施に向けた詳細の整理


